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⿂のノドが好き︖な新種の寄⽣⾍⾒つかる 

 

報道機関 各位 

 

 平素より本学の報道に関しては大変お世話になっております。 

この度、本学大学院理工学研究科上野大輔准教授、塔筋弘章准教授らの研究チームは、大隅

諸島（屋久島、三島村竹島）沿岸域に生息する魚類、ニセタカサゴの体表から新種の寄生性甲殻

類の 1 種を発見、報告しました。本種は、鹿児島県の屋久島や三島村海域などから発見されてい

るが、沖縄、奄美、鹿児島本土沿岸からは見つかっておらず、地域固有性が高い種であるとみら

れます。珍しい寄生生物が分布することを示す貴重な事例となります。2023 年 4 月 11 日付、日本

寄生虫学会の国際誌 Parasitology International (パラシトロジー・インターナショナル)（オンライン

版）に掲載されました。 

つきましては、是非とも取材・報道いただきますようご案内申し上げます。 

 

 研究の詳細につきましては、次ページ以降の資料をご確認下さい。 

また、取材を希望される際には事前に下記担当者までご連絡ください。取材の際には新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止対策を実施くださいますようお願いいたします。 

 

【問い合わせ先】 

■国立大学法人 鹿児島大学大学院 理工学研究科 

〒890-0065鹿児島市郡元1-21-35 

理工学研究科・准教授 

上野 大輔（うえの だいすけ） 

E-mail: duyeno@sci.kagoshima-u.ac.jp 

TEL: 099-285-8167 / 090-9136-8494 

 

  

 
  



⿂のノドが好き︖な新種の寄⽣⾍⾒つかる 
 
概要 

屋久島および三島村⽵島沿岸において発⾒および採集された、ニセタカサゴの体表に寄⽣する体⻑5〜6 cm
程度の寄⽣性甲殻類、ウオノエ科ウオノギンカ属の 1 種について、新種 Anilocra harazakii として記載した。
タカサゴの頭と胴の境界付近の腹側、⼈間に例えると喉元付近に寄⽣することから、標準和名はウオノノドボ
トケと命名された。詳しい⽣態や分布の広がりは、今後研究が進められる予定である。本研究は、公益財団法
⼈屋久島環境⽂化財団による助成を受けて⾏われ、三島村沿岸における調査では⿅児島⼤学⽔産学部練習船「南
星丸」も利⽤した。成果は、⽇本寄⽣⾍学会の英⽂誌「Parasitology International」のオンライン版にて、2023
年4 ⽉11 ⽇付けで発表された。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
研究体制、経緯 

研究は、上野⼤輔 (⿅児島⼤学⼤学院理⼯学研究科・准教授) と塔筋弘章 (同・准教授) によるチームによ
って進められた。上野は2015 年に⿅児島⼤学に着任して以来、北琉球における海洋⽣物の調査研究を進めて
いる。屋久島では、現地ダイビングサービスや漁業者協⼒のもと沿岸域で潜⽔調査を⾏っているが、その過程
において、タカサゴ科⿂類の体表に寄⽣する等脚類が分布することを確認した。標本の採集には⻑らく⾄らな
かったが、この度屋久島沿岸においてニセタカサゴに寄⽣する標本を採集することが出来た。形態についての
詳細な観察 (上野が担当) と DNA に基づく系統解析 (塔筋が担当) を⾏ったところ、既知の他種全てと異な
る新しい種であることが明らかになった。また、三島村の⽵島沿岸において、⿅児島⼤学⽔産学部練習船「南
星丸」を使⽤した航海で同種が採集された。 
 
研究の成果、意義 

研究の結果、本種は甲殻亜⾨の等脚⽬ウオノエ科、いわゆる寄⽣性のダンゴムシの仲間であるウオノギンカ
属の1 新種として記載された。体⻑は、5~6 cm 程度になる。学名はAnilocra harazakii (アニロクラ・ハラ
ザキアイ) 、標準和名はウオノノドボトケと命名された。学名は、屋久島で⻑年ダイビングサービスを営み、
周辺の海域についても熟知し、本種の分布情報を提供してくださった原崎森⽒ (屋久島ダイビングサービス も
りとうみ) に因んだものである。標準和名は、本種が⿂類の頭と胴の境⽬の腹側、即ち⼈間でいうところの“喉”
に寄⽣することに因む。今回の研究では、本種はタカサゴ科⿂類のニセタカサゴに寄⽣していた標本に基づい
て記載されたが、現地では他のタカサゴ科⿂類に寄⽣している様⼦も⽔中観察されている。タカサゴ科⿂類は
南⽇本に広く分布するが、ウオノノドボトケは北琉球の限られた海域のみに分布する地域固有性の⾼い種であ
る可能性がある。標本が得られている屋久島と三島村海域の他に、種⼦島沿岸からも本種とみられる⽬撃情報
があるが不確かである。正確な分布の広がりや利⽤宿主について、今後明らかにする予定である。本種の発⾒
は、⿅児島県の海洋環境の豊かさを⽰す、新たな根拠の⼀つとなる。 
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参考図 
 
屋久島沿岸において採集された寄⽣性等脚類ウオノノドボトケ. 体⻑約6 cm の成体 (左). 宿主のニセタカサ
ゴの “喉“ に寄⽣する様⼦ (右). 寄⽣されても多分声変わりはしない. 上野⼤輔提供. 
 


